
背景

取組内容

⽇本国内での就職を希望する外国⼈留学⽣は、単⼀回答の調査で43.8%、複数回答可の調査で54.9％を占めているが、国内の⾼等教育機関を卒業・修了した留
学⽣のうち、実際に国内に就職した者の割合は、約30%に留まっている。留学⽣が⽇本国内で就職するにあたっての課題として、留学⽣と企業の間のミスマッチの存在が
挙げられ、留学⽣側の視点からのハードルとしては、下記の２点が考えられる。
・ ⼀定⽔準以上の⽇本語能⼒（特にビジネス⽇本語能⼒）
・ ⽇本企業における働き⽅や採⽤・労働慣⾏（⻑期雇⽤・年功制等のキャリア観や労働観等）に関する理解 の必要性

 「対⽇直接投資促進戦略（令和3年6⽉）」、「成⻑戦略フォローアップ（令和3年6⽉）」での設定⽬標
➡ 2025年度末までに我が国の⾼等教育機関を卒業・修了した外国⼈留学⽣（国内進学者を除く）のうち我が国での就職者の割合50％を⽬指す。

背景・課題

ー 外国⼈留学⽣の受⼊れや⽀援等を担当する留学⽣センター等と学⽣に対し就職指導や求⼈情報を提供
するキャリアセンター等の連携強化といった⼤学事務組織の(再)構成を促す。

ー インターンシップ受⼊れに向け企業等からの相談に対応できる⽀援体制の構築を求める。
ー 企業等の採⽤・⼈事労務担当者を対象に、留学⽣のインターンシップ受⼊れの好事例や⾼度外国⼈材の
活躍促進等に係るセミナーをJV-Campus等のプラットフォームにより提供する。

ー 起業活動⽀援の要素を含むものについては、内容に応じ審査の点に加点する。

取組イメージ

⼤学が地域の⾃治体や産業界と連携し、就職に必要なスキルである「ビジネス⽇本語」、「キャ
リア教育（⽇本企業論等)」、「中⻑期インターンシップ」を⼀体として学ぶ環境を創設する取
組を⽀援し、地域単位の取組に加えて、留学⽣の専攻や就職する企業の業種等に応じて、⼤
学・企業等が地域横断的に連携して⾏う留学⽣の就職促進の取組を構築する。

従来からの取組に加えて、外国⼈留学⽣を対象とするインターンシップの効果的な実施や、外国
⼈留学⽣の就職後の活躍促進に向けて、下記の各項⽬を反映したものとする。
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地域の⾃治体や産業界との連携を重視平成29年 12拠点

AI、サイバーセキュリティ、ロボティクス、IoT 
等の産業分野を特に対象とする令和2年 ３拠点

STEAM分野に加え、DX･GX等の今後の⼈材需要
が⾒込まれる分野を主に対象とする令和5年 ３拠点

⼤学・⾃治体・経済団体等で
コンソーシアムを構築申請

採択・委託

奨学⾦の給付
（学習奨励費、高度外国人材
育成課程履修支援制度）

外国⼈留学⽣
（特別プログラム受講者）

キャリア教育 インターンシップ

ビジネス⽇本語

【選定件数・単価】 ３件（新 規） × 31 百万円

特別プログラムの策定・開設

就職

地域配置も考慮しつつ、成果を上
げられるような拠点校を選定し、
⽀援

厚⽣労働省
（ハローワーク）
厚⽣労働省

（ハローワーク）助⾔

出⼊国在留管理庁出⼊国在留管理庁

配慮
就労ビザへの
切替手続きで
の優遇措置

・マッチングの場の提供
・大学、企業への助言

経済産業省経済産業省

国内企業等
奨励

・インターンシップの提供
・留学生採用枠の拡大

留学⽣就職促進プログラム 令和５年度予算額︓ 95百万円
(前年度予算額︓ 71百万円)




